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1.

アンケート卒業者卒業者

G
raduate

実施期間：2022年12月～2023年2月
回答者数：2019年度卒業（卒業後3年）20名  

卒業後の就職先における満足度 北陸学院での学びや経験が社会生活やキャリア
形成に役立っているか

2.

3. 北陸学院で得た人とのつながりや人脈は、社会
生活やキャリア形成に役立っているか

4. 北陸学院に在学していたことをよかったと思うか

5. 北陸学院への入学を他者に勧めたいと思うか

6. どのようなときにキリスト教教育を受けたことが役立っていると感じたか

見返りを求めずに行動ができるようになった。

キリスト教を学ばなければ、キリスト教を信じている人の話をよく理解できずに終わったかもしれないから。

自分や人を好きだと思える場面。

様々な人たちと会話したり知識を得る上で、元となっている部分が多い。

■

■

■

■

自由記述回答／一部抜粋
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アンケート企業企業
実施期間：2023年2月～2023年3月
回答社数：24社

親和力（人に興味を持ち共感信頼する力） 協働力（役割を理解し相互に助け合う力）
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とてもそう思う
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あまりそう思わない
18.2%

1-2.

1-3. 1-4. 実践力（考えを行動に移し振り返る力）

2. 北陸学院の卒業生は貴社（施設）・団体の人材ニーズにこたえているか

3. 北陸学院の卒業生について、評価に関する事項があればご記入ください

採用予定の学生をみていると、十分充実していると思われます。■

C
om

pany
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感情抑制力（自分の感情を適切に制御する力）
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自由記述回答／一部抜粋

1. 入社時、北陸学院の卒業生は以下能力において必要レベルに到達しているか



感情抑制力
3

実践力4

・ストレスマネジメント
・ストレスコーピング
・セルフアウェアネス

*悪影響を及ぼすストレスを処理する

*感情や気持ちを認識し、自分の言動を調整する

PROGは、学校法人河合塾と株式会社リアセックが共同開発したジ
ェネリックスキルの成長を支援するアセスメントプログラムで
す。

専攻・専門に関わらず、社会で求められる汎用的な能力・態度・
志向=ジェネリックスキルを測定・育成します。

テストでは、リテラシーとコンピテンシーの2つの観点から測定
し、自身の現状を客観的に把握することができます。

特徴特徴

北陸学院大学 卒業者 4つの特徴

PROG（プログ）とは

C
haracteristics

（株）リアセックホームページ参照

北陸学院大学での活用

本学では、年に1度、全学生を対象としたPROGテストを実施しており、1年次～4年次に至るまで毎年受験します。
結果は、学生自身にフィードバックされ、自己理解を深めるとともに、前回と比較し、どのように成長したのか図る基準として
います。
また、大学としては各年次・学科の傾向や、1年次から4年次に至るまでの成長を図り、より良い学校運営に活用しております。

・検証、改善
・修正、調整
・実践行動

検証

本学では、卒業者・企業それぞれのアンケートにおいても
PROGの項目を採用しております。
アンケートより、卒業者視点・企業視点にて、上記4項目が
習得てきていることが見受けられました。
（習得度80％以上）

協働力
2

・相談、指導、他者の動機付け
・相互支援
・情報共有
・役割理解、連携行動

親和力
1

・信頼構築
・人脈形成
・多様性理解
・対人興味、共感、受容
・気配り
・親しみやすさ


